
閉会挨拶 

 

常務理事の下野でございます。 

本日は講演者の方々に大変貴重なご報告と発表をいただき、また河野先生には講演者との質疑応答ととも

に総括的な取りまとめをしていただきました。また、最後には各講演者が視聴者からの質問にも答えていた

だきました。 

 

約2時間という限られた時間ではありましたが、盛り沢山かつ有意義な内容となったと思います。本日ご

登壇いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

皆さまご承知の通り、我が国では、導入が先行している欧州とは気象・海象の条件が異なり、また日本海

側と太平洋側では自然条件や航行環境が異なるなど、洋上風力発電の導入拡大に向けた課題は少なくありま

せん。 

 

洋上風力発電に関する事業は広域なエリアを必要とし、国際分業も行われているように関連産業の裾野も

広い「一大産業」です。風車の大型化が進んでいることなども踏まえると、効率性を勘案しながら、港湾施

設を拠点として、設置からメンテナンス、そして解体に至るまでのすべてのフェーズにおいて洋上での安全

を確保していくことが大変重要です。 

 

また、今後は、各講演者からもご発言があったとおり、沖合の海域において浮体式の構造物を構築する動

きが進むことが予想されます。その場合、一般航行船舶の航路や漁業、海洋レジャーとの調整の問題を含め、

係留技術の開発、港湾の開発・強化、人材育成、さらには河野先生からもご指摘のあった「海域利用の合理

化」など、様々な課題に関して関係者間で検討していく必要があると考えています。 

 

当センターとしましては、主に海事の振興及び船舶の適正な利用、航行安全等の観点から、海外の取組動

向等について調査を行っておりますが、今後多様なニーズを踏まえ、調査研究を深めて参る所存です。 

 

今回のセミナーを契機としまして、今後多くの関係者の連携・協働が深まり、更なる取組の拡大が進んで

いくことを期待したいと思います。 

 

本日は長時間にわたりましてご参加・ご視聴いただき誠にありがとうございました。 

 


